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1 はじめに

Universal Business Language (UBL)[1] は，XML を
用いた電子商取引の相互運用性の問題を解決するため
に，(a)基本的なビジネスプロセスの受発注業務で業
界によらず共通に利用できるビジネス文書を定義した
スキーマと，(b)ビジネス文書のスキーマを記述する
ために使用する再利用可能なデータコンポーネントの
スキーマを含むライブラリを提供することを目的とし
ている。現在の UBL バージョンでは，(a)と (b)のス
キーマはW3C XML Schema (XSD)で記述されている
が，UBL のスキーマ設計が特定のスキーマ言語に依
存していないことは，より多くの開発ツールを提供す
るために重要である。
本研究では，XSD言語で書かれた UBLスキーマを

Relax NG言語 [3] に変換することによって，UBL ス
キーマ設計における言語依存性の問題を検証した。

2 UBL スキーマライブラリの構成

UBL スキーマライブラリ（UBL ライブラリ）は次
の 7種類のスキーマから構成される。これらのスキー
マ間には，図 1のような参照関係がある。なお，Core-

ComponentParametersと DataTypesは省略した。

(1) CoreComponentParameters:コンポーネントのド
キュメンテーションを記述するためのスキーマ。

(2) CoreComponentTypes: XSDデータ型をもとに，コ
アコンポーネント技術仕様書 [2] (CCTS)で定義
されている Core Component Typeを定義する。

(3) RepresentationTerms: (2)を派生させて，ビジネス
文書で使用するデータ型を定義する。

(4) DataTypes:ビジネス文書で使用される付加的な
データ型を定義する。現在は使用されていない。

(5) Reusable:ビジネス文書を記述するための標準化
され，再利用可能なデータコンポーネントのス
キーマを定義する。

(6) Codelist:ビジネス文書で利用される様々なコード
を定義するためのフレームワークを提供する。

(7) maindoc:一般的な受発注業務で使われる 8種類
のビジネス文書を定義する。
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図 1:コンポーネント間の参照関係

これらのXSDスキーマは，図 2のようにディレクト
リに分けて格納されている。「自動生成スキーマ」は，
図 4のようなスプレッドシートで記述された定義から
プログラム (UBLish[1])によって生成されたスキーマ
である。一方，「人手編集スキーマ」は，人間が作成し
たスキーマで，上記の (1)，(2)，(3)，(4)が該当する。

ディレクトリ 人手編集 自動生成 総数スキーマ スキーマ
xsd/codelist/placebo/ - 56 56
xsd/common/ 4 1 5
xsd/maindoc/ - 8 8

図 2: UBLライブラリのファイル構成

3 Relax NGスキーマの生成
Relax NGスキーマへの変換は，図 3のように，「人
手編集スキーマ」は XSDスキーマより XSLTを用い
て行い，「自動生成スキーマ」はスプレッドシートよ
り Perlを用いて行った。(2)と (5)のスキーマを例に
して，XSDスキーマからどのようなRelax NGスキー
マを生成したかを説明する。

図 3: Relax NGスキーマの生成フロー

3.1 CoreComponentTypes

UBL ライブラリでは，再利用性を高めるため，グ
ローバル要素として要素とデータ型を定義するスタイ
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ル (Garden of Eden[4])を用いている。たとえば，次の
ようにデータ型 MeasureTypeと，それを参照する要
素Measureのペアをグローバル要素として定義してい
る。データ型は XSDデータ型の拡張として定義して
いる。
<xsd:element name="Measure" type="cct:MeasureType" />

<xsd:complexType name="MeasureType">

<xsd:simpleContent>

<xsd:extension base="xsd:decimal">

<xsd:attribute name="unitCode"

type="xsd:token" use="optional"/>

<xsd:attribute name="unitCodeListVersionID"

type="xsd:token" use="optional"/>

</xsd:extension>

</xsd:simpleContent></xsd:complexType>

これをRelax NGでは次のスキーマに変換した。XSD

スキーマの要素とデータ型のそれぞれを defineパター
ンとして表現する。パターン名に名前空間接頭辞を使
うことができないため，cct-Measureのように名前空
間接頭辞をパターン名に追加している。XSDデータ
型は，Relax NGでも利用でき，data要素の type属性
で指定している。

<define name="cct-Measure">

<element name="Measure">

<ref name="cct-MeasureType"/></element></define>

<define name="cct-MeasureType">

<data type="decimal"/>

<optional>

<attribute name="unitCode">

<data type="token"/></attribute></optional>

<optional>

<attribute name="unitCodeListVersionID">

<data type="token"/>

</attribute></optional></define>

3.2 Reusable

CCTSでは，ビジネス文書を構成するコンポーネン
トを Business Information Entity (BIE)と呼ぶ。BIEは
単一のデータからなる BBIE，複数の BBIEからなる
ABIE などに分かれる。Reusableでは，図 4のように
スプレッドシートをもちいて BIE を記述する。この
BIE情報は，UBLishによって次の XSDスキーマに変
換される。BBIEと ABIE ともにグローバル要素とし
て定義される。
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図 4: Reusableを定義するスプレッドシート

<xsd:element name="Dimension" type="DimensionType" />

<xsd:complexType name="DimensionType">

<xsd:sequence>

<xsd:element ref="AttributeID"

minOccurs="1" maxOccurs="1"></xsd:element>

<xsd:element ref="Measure"

minOccurs="0" maxOccurs="1"></xsd:element>

<xsd:element ref="Description"

minOccurs="1" maxOccurs="1"></xsd:element>

<xsd:element ref="MinimumMeasure"

minOccurs="0" maxOccurs="1"></xsd:element>

<xsd:element ref="MaximumMeasure"

minOccurs="0" maxOccurs="1"></xsd:element>

</xsd:sequence></xsd:complexType>

<xsd:element name="MinimumMeasure"

type="rt:MeasureType"/> ...

XSDスキーマの要素とデータ型に対応した define

パターンを生成する。
<define name="cat-Dimension">

<element name="Dimension">

<ref name="cat-DimensionType"/>

</element></define>

<define name="cat-DimensionType">

<ref name="cat-AttributeID"/>

<optional>

<ref name="cat-Measure"/></optional>

<ref name="cat-Description"/>

<optional>

<ref name="cat-MinimumMeasure"/></optional>

<optional>

<ref name="cat-MaximumMeasure"/></optional></define>

<define name="cat-MinimumMeasure">

<element name="MinimumMeasure">

　<ref name="rt-MeasureType"/></element></define> ...

4 UBL スキーマ設計の問題点
UBL の XSDスキーマを Relax NGに変換すること
ができたが，UBLスキーマ設計に次の言語依存の問題
点があることがわかった。特に (3)は大規模なスキー
マを開発する上で Relax NGに追加すべき機能である。
(1) 同名の要素とデータ型の宣言があるが，Relax NG

では両者を分けて定義できない。
(2) Relax NGでは要素の出現回数の上限を宣言でき
ない。

(3) 要素とデータ型を含むパッケージを名前空間で識
別しているが，Relax NGでは defineで名前空間
を指定できないし，スキーマの import機能もサ
ポートされていない。

(4) 派生を多用し，参照した宣言を拡張したり制限し
ているが，Relax NGでは拡張は容易だが制限は
サポートされていない。
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